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マ
ン
シ
ョ
ン
の
防
災

�

（
減
災
）
に
向
け
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
埼
管
ネ
ッ
ト

�

災
害（
減
災
）対
策
検
討
委
員
会

東
日
本
大
震
災
で
は
、
い
ま
だ

に
行
方
不
明
の
方
が
大
勢
い
ま

す
。
福
島
原
発
の
解
決
が
い
つ
ま

で
か
か
る
の
か
？　

未
曾
有
の
惨

状
が
伝
え
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

被
害
者
の
皆
様
の
心
中
を
察
し
ま

す
と
御
慰
め
の
言
葉
も
見
つ
か
り

ま
せ
ん
。
一
日
も
早
い
復
興
を
願

う
ば
か
り
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
首
都
圏
で
は

あ
の
関
東
大
震
災
を
上
回
る
東
京

直
下
地
震
が
、
又
、
中
部
地
区
で

は
「
東
海
・
東
南
海
・
南
海
大
地

震
」
発
生
の
恐
れ
が
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

今
回
の
よ
う
な
想
定
外
の
大
津

波
に
よ
る
大
災
害
に
つ
い
て
は
、

充
分
な
対
策
を
講
ず
る
こ
と
は
困

難
な
事
と
思
い
ま
す
が
、
地
震
対

策
で
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と

は
、「
減
災
」
で
あ
り
、
ど
う
す

れ
ば
被
害
を
少
な
く
す
る
か
を
考

え
る
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

一
、
防
災
の
基
本
理
念

１
、
自
助
～
自
分
の
財
産
は
、
自

分
で
守
る
。

２
、
共
助
～
自
分
達
の
マ
ン
シ
ョ
ン

（
町
）
は
、
自
分
た
ち
で
守
る
。

３
、
公
助
～
行
政
の
支
援

二
、
ご
家
庭
で
は
？

１
、
災
害
に
備
え
る
～
食
料
、
生

活
用
水
、
医
薬
品
、
生
活
用
品

の
備
蓄
量
は
通
常
三
日
分
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

２
、
緊
急
地
震
速
報
の
活
用
～
震

度
５
以
上
と
推
定
さ
れ
る
地
震

の
時
の
揺
れ
が
見
込
ま
れ
る
地

域
に
情
報
を
知
ら
せ
る
「
緊
急

地
震
速
報
」
が
あ
り
ま
す
。

３
、
家
具
転
倒
防
止
具
の
設
置

～
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
高
層
階
へ

ゆ
く
ほ
ど
揺
れ
が
大
き
く
な
る

場
合
が
あ
り
、
転
倒
防
止
対
策

を
と
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

二
～
一
災
害
後

１
、
身
の
安
全
確
保
～
テ
ー
ブ
ル

や
机
の
下
に
身
を
隠
し
頭
を
保

護
し
ま
す
。

２
、
情
報
の
収
集
～
正
確
な
情
報

の
把
握
、
デ
マ
な
ど
に
惑
わ
さ

れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

３
、
安
全
の
確
認
～
災
害
用
ダ
イ

ヤ
ル
１
１
７
や
携
帯
電
話
な
ど

に
よ
り
自
身
の
安
否
を
登
録
し

ま
し
ょ
う
。

三
、
管
理
組
合
で
は

「
住
民
名
簿
の
作
成
が
大
切
」で
す
。

⑴　

災
害
に
備
え
て
～
①
災
害
対

策
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成　

②
建

物
情
報
・
住
民
安
否
確
認
の
方

法　

③
管
理
会
社
へ
の
連
絡　

④
設
計
図
書
類
の
保
管
場
所
の

確
認
等

⑵　

備
蓄
物
資
や
施
設
の
整
備

～
①
水
や
食
料
の
備
蓄　

②
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
停
止
の
対
応　

③
救
出
・
救
護
用
具
の
整
備　

④
簡
易
ト
イ
レ
の
設
置
等

⑶　

耐
震
化
の
促
進
～
マ
ン
シ
ョ

ン
が
ど
の
程
度
の
地
震
に
耐
え

ら
れ
る
か
診
断
し
、
必
要
に
応

じ
て
耐
震
補
強
を
行
う
。（
助

成
金
の
活
用
）

三
～
一
災
害
後

⑴　

対
策
チ
ー
ム
の
設
置
～
①
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
閉
じ
込
め
・
建

物
被
害
の
状
況　

②
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
状
況
・
救
助
の
必
要

性 

③
被
害
住
戸
の
確
認　

④

地
域
へ
の
活
動
協
力　

⑤
地
域

へ
の
被
害
状
況
の
報
告
と
情
報

の
入
手

⑵　

被
災
生
活
～
①
生
活
ル
ー
ル

を
掲
示
板
等
で
伝
達　

②
救
援

物
資
の
入
手
と
配
布　

③
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
使
用
方
法　

④
ご
み

集
積
場
の
確
保

⑶　

避
難
場
所
～
①
住
民
の
避
難

先
の
把
握
（
集
会
等
の
開
催
通

知
の
際
必
要
に
な
り
ま
す
。）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

★
り
そ
な
銀
行
が
「
マ
ン
シ
ョ
ン

修
繕
積
立
信
託
」
を
発
売
。

破
た
ん
時
以
外
は
銀
行
が
元
本
を

保
証
。

＊
り
そ
な
銀
行
は
、
平
成
２３

年
４
月
１３
日
か
ら
、「
マ
ン
シ

ョ
ン
修
繕
積
立
信
託
」
を
発

売
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
管

理
組
合
を
利
用
者
と
し
、
長

期
修
繕
計
画
に
沿
っ
て
積
み

立
て
る
修
繕
積
立
金
の
運
用

を
目
的
と
し
た
信
託
で
す
。

預
入
額
は
、
当
初
原
則
一
千

万
円
で
す
。
信
託
期
間
は
原

則
５
年
、
追
加
預
入
は
、
五

千
円
か
ら
随
時
可
能
。

特
徴
は
、
り
そ
な
銀
行
が

破
た
ん
し
た
と
き
以
外
は
、

銀
行
が
元
本
を
補
て
ん
す
る

事
で
す
。
予
定
配
当
率
は
、

預
入
日
に
店
頭
表
示
す
る
５

年
物
予
定
配
当
率
を
適
用
さ

れ
ま
す
が
平
成
２３
年
４
月
１５

日
現
在
０
・
１
％
で
、
中
途

解
約
は
マ
ン
シ
ョ
ン
修
繕
積

立
金
に
当
て
る
場
合
は
不

用
。
そ
れ
以
外
は
解
約
手
数

料
が
必
要
で
す
。


